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　住所：板橋区仲宿２-１

　携帯：090-4922-0798

　　　　　　（佐藤就之）

　FAX：03-3964-4065

事務局便り

「三宅島ふるさと再生ネットワーク」のホームページ　http://www.miyake-furusato.net/top.htm

　

青
空
フ
ェ
ス
タ
は
、
神
楽

坂
商
店
街
を
歩
行
者
天
国
に

し
て
12
時
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

今
回
の
出
店
で
は
、
島
の

明
日
葉
や
焼
く
タ
イ
プ
、
焼

か
な
い
タ
イ
プ
両
方
の
く
さ

や
、
島
海
苔
と
い
っ
た
商
品

が
店
頭
に
並
ん
だ
。
中
で
も

　

東
京
・
神
楽
坂
で
５
月
17
日
に
行
わ
れ
た
「
神
楽
坂
青
空

フ
ェ
ス
タ
」
に
、
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
が
三
宅
島
物
産
店
を
出

店
。
タ
ケ
ノ
コ
や
明
日
葉
、
く
さ
や
な
ど
を
販
売
す
る
と
と

も
に
、
「
三
宅
島
新
報
」
の
配
布
な
ど
を
通
じ
、
来
店
し
た

方
に
島
の
現
状
を
伝
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
物
産
店

島
か
ら
直
送
し
た

新
タ
ケ
ノ
コ
は
、

こ
の
時
期
だ
け
の

も
の
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
前
回
と

同
様
早
々
に
完
売

と
な
る
盛
況
ぶ
り

で
あ
っ
た
。

　

店
で
は
商
品
の

購
入
者
に
、
島
の

噴
火
災
害
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
な
い

よ
う
に
、
と
い
う

思
い
を
込
め
て
本

紙
「
三
宅
島
新
報
」

を
手
渡
し
、
長
期

災
害
へ
の
認
知
を

呼
び
掛
け
た
。
こ
の
ほ
か
、

島
の
復
興
支
援
や
、
在
京
島

民
の
帰
島
支
援
の
た
め
の
募

金
活
動
な
ど
も
同
時
に
行
わ

れ
た
。

　

例
年
こ
の
「
青
空
フ
ェ
ス

タ
」
に
出
店
し
て
き
た
ふ
る

さ
と
ネ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
今

年
度
か
ら
体
制
の
見
直
し
に

と
も
な
い
、
毎
年
５
月
と
10

月
の
年
２
回
出
店
し
て
い
た

も
の
を
５
月
の
み
の
年
１
回

に
変
更
し
た
。
そ
の
た
め
、

次
回
青
空
フ
ェ
ス
タ
に
出
店

す
る
の
は
来
年
５
月
を
予
定

し
て
い
る
。

　TokyoMX テレビ（９チャ

ンネル）は、東京クラッソ

「まるごと三宅島！まなぶ

編・ふるさと編」を２回放

映する。２回目に「ふるさ

とネット佐藤会長」もゲス

ト出演する。

・７月４日（土）　

　午前 11 時 30 分～ 12 時

・７月 11 日（土）　

　午前 11 時 30 分～ 12 時

※再放送は、翌日の日曜日

　21 時 30 分～ 22 時予定。

観てください MXテレビ

 

帰
島
10
周
年
記
念
行
事

は
、
今
年
１
年
間
を
通
じ
行

う
と
決
め
た
三
宅
村
。
毎
月

10
日
は
、
ふ
る
さ
と
の
湯
、

ア
カ
コ
ッ
コ
館
、
資
料
館
な

ど
が
無
料
化
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
の
夏
は
神
着

の
牛
頭
天
王
祭
（
宵
宮
７
月

18
日
、
本
宮
19
日
）
が
、
帰

郷
者
と
観
光
客
を
集
め
盛
大

に
行
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
25
日
、
26
日
に
は

商
工
会
が
マ
リ
ン
ス
コ
ー
レ

21
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
の
夏
祭
り

を
開
催
。
村
も
補
助
し
芸
能

人
も
参
加
す
る
。

　

富
賀
神
社
大
祭
は
、
８
月

４
日
か
ら
９
日
ま
で
。
噴
火

災
害
で
破
損
し
た
神
輿
も
よ

う
や
く
修
復
さ
れ
、
６
日
間

を
か
け
全
島
を
ま
わ
る
。
宵

宮
も
あ
り
夏
祭
り
と
海
遊
び

が
堪
能
で
き
る
。

　

坪
田
の
元
公
民
館
で
、
仮

称
「
多
目
的
施
設
」
建
設
が
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
工

事
落
札
が
不
調
と
な
り
長
く

か
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く
落

成
式
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

落
成
式
は
７
月
25
日
午
前

11
時
か
ら
午
後
２
時
30
分
ま

で
。
帰
島
10
年
記
念
式
典
と

併
せ
行
う
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
。
こ
の
期
に
、
坪
田
地

区
の
再
興
を
願
う
。

神楽坂 青空フェスタで物産店

特産品とともに現状発信

発行所：三宅島ふるさと　　
　　　  　再生ネットワーク

〒 173-0005
　東京都板橋区仲宿２－１

  ℡ 090-4922-0798

発行人：会長 佐藤就之

三
宅
島
新
報

三
宅
島
新
報

帰
島
10
周
年
事
業

年
間
を
通
じ
実
施

坪
田
「
多
目
的
施
設
」

７
月
25
日
に
落
成
式
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前
号
に
続
き
「
東
京
都
三

宅
支
庁
・
管
内
概
要
・
26
年

度
版
」
の
「
観
光
」
に
つ
い

て
紹
介
。
皆
で
考
え
て
み
た

い
。
左
の
デ
ー
タ
は
、
三
宅

と
御
蔵
の
も
の
だ
。

　

平
成

25
年
に
関
し
て

は
、
三
宅
３
万
３
千
４
８
９

人
、
御
蔵
６
千
９
８
６
人
。

三
宅
の
交
通
機
関
別
来
島

者
１
月
～
12
月
間
で
、
25

年
は
航
空
機
２
千
３
６
０

人
（

５
・
７

％
）
、

船

舶

３
万
９
千
５
０
６
人
（
94
・

３
％
）
計
４
万
千
８
６
６
人

で
あ
る
。
種
別
宿
泊
施
設
と

収
容
人
員
（
定
員
）
は
、
25

年
度
（
カ
ッ
コ
内
は
23
年
度

と
の
比
較
）
。
旅
館
・
ホ
テ

ル
２
軒
（
マ
イ
ナ
ス
11
）
、

82
人
（
マ
イ
ナ
ス
３
４
８
）
、

民
宿
34
軒
（
プ
ラ
ス
６
）
、

６
８
７
人
（
プ
ラ
ス
63
）
バ

ン
ガ
ロ
ー
１
ヵ
所
、
８
人
、

キ
ャ
ン
プ
場
１
ヵ
所
、
12
人
。

一
方
で
御
蔵
は
、
公
営
パ
ン

ガ
ロ
ー
５
ヵ
所
、
20
人
、
民

営
も
５
ヵ
所
、
20
人
と
若
者

対
策
が
見
て
取
れ
る
。

　 

概
要
で
三
宅
は
「
野
鳥
観

察
、
釣
り
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
に

続
く
観
光
の
柱
と
し
て
、
火

山
を
位
置
づ
け
て
お
り
、
三

宅
島
の
新
た
な
魅
力
と
し
て

ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
エ
リ
ア
内
の

整
備
に
注
力
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
整
備
に
は
三
宅
島
観

光
資
源
開
発
事
業
が
活
用
さ

れ
て
お
り
、
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト

エ
リ
ア
内
の
ト
イ
レ
や
遊
歩

道
の
整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ

て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

　

「
東
京
七
島
新
聞
」
の

（
奔
流
）
で
は
、
伊
豆
諸

島
・
小
笠
原
諸
島
の
観
光

客
の
低
迷
を
と
り
あ
げ
奮

起
を
促
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
４
月
８
日
号
で
東
海
汽

船
の
３
月
の
伊
豆
諸
島
航

路
利
用
状
況
を
紹
介
。
前

年
同
月
比
で
６
万
４
１
２

人
、
１
１
０
％
増
加
。
各

島
別
は
、
大
島
１
１
３
％
、

利

島

１

１

１

％
、

新

島

91
％
、
式
根
島
92
％.

神

津
島
１
０
２
％.

三
宅
島

82
％.

御
蔵
島
２
２
１
％.

八
丈
島
１
２
２
％
で
あ
る
。

　 

さ
ら
に
「
日
本
経
済
新
聞
」

６
月
13
日
（
プ
ラ
ス
１
）
は
、

「
長
旅
は
承
知
！
そ
れ
で
も

訪
ね
た
い
離
島
」
を
特
集
。

日
本
の
６
千
８
０
０
以
上
の

島
か
ら
50
ヵ
所
を
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
12
人
の
選
者
が
10
位

ま
で
選
ん
だ
。
１
位
は
、
青
ヶ

島
、
７
位
に
式
根
島
が
海
岸

の
温
泉
の
写
真
入
り
で
選
ば

れ
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
文

化
や
自
然
、
景
観
な
ど
見
ど

こ
ろ
が
あ
る
②
着
い
た
と
き

の
感
動
や
驚
き
が
大
き
い
③

独
特
の
雰
囲
気
や
島
民
と
の

交
流
が
味
わ
え
る
④
島
の
食

べ
物
を
味
わ
い
名
産
品
を
買

え
る
な
ど
。

　

三
宅
島
で
は
、
観
光
事

業
補
助
金
を
25
年
度
に
村

１
６
１
１
万
８
千
円
、
都

１
６
１
１
万
７
千
円
、
計

３
千
２
３
３
万
５
千
円
を
火

山
観
光
整
備
事
業
に
注
ぎ
込

ん
で
い
る
。

　

５
月
～
６
月
の
小
笠
原
親

善
訪
問
団
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
が
、
森
・
山
、戦
跡
、

磯
ガ
イ
ド
な
ど
充
実
し
て
い

た
。
素
晴
ら
し
い
自
然
や
火

山
も
ガ
イ
ド
な
し
で
、
単
に

車
中
で
見
る
だ
け
で
は
、
本

当
の
感
動
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
痛
感
し
た
。   

 

帰
島
10
年
観
光
事
業
も

ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
面
の
重

視
に
つ
い
て
本
音
で
、
憎
ま

れ
口
を
恐
れ
ず
語
る
時
期
で

は
な
か
ろ
う
か
？
。
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
「
三
宅
島
新
報
」

に
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
度
版
三
宅
支
庁
の
管
内
概
要
に
関
す
る
分
析
の
続
編
。
観
光
に
関
す
る
デ
ー
タ
を

三
宅
と
御
蔵
な
ど
他
の
島
と
比
べ
て
み
る
と
三
宅
の
観
光
復
興
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

視
察
訪
問
を
し
た
小
笠
原
で
は
観
光
ガ
イ
ド
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
宅
で
も
目
玉
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
観
光
な
ど
に
関
す
る
ガ
イ
ド
制
度
の
充
実
な
ど
ソ
フ
ト

面
に
関
す
る
新
た
な
施
策
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
（
佐
藤
）

平成 26 年度版 管内概要分析②

観光復興はソフトの充実が鍵
御
蔵
と
比
べ
て
み
る
と
…

ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
柱
だ
が

火
山
観
光
に
３
千
万
円
以
上

小
笠
原
で
は
ガ
イ
ド
が
充
実

来島者数の変化
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５
月
３
日
夜
、
私
は
三
宅

島
へ
向
か
う
大
型
客
船
・
橘

丸
の
甲
板
に
い
た
。

　

昨
年
12
月
、
知
人
の
誘
い

で
「
三
宅
島
支
援
者
の
集

い
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
記
憶
に
薄
れ
て
い
た

　

災
害
被
災
地
の
支
援
活
動
を
行
う
「
希
望
の
灯
り
実

行
委
員
会
」
代
表
の
佐
藤
裕
美
（
さ
と
う
ひ
ろ
み
）
さ

ん
が
、
５
月
の
連
休
を
利
用
し
て
三
宅
を
訪
れ
た
。
島

内
の
状
況
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト

の
メ
ン
バ
ー
な
ど
と
交
流
・
情
報
交
換
を
行
っ
た
佐
藤

さ
ん
に
、
訪
問
記
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

佐藤裕美さん訪問記　

「改めて知った島の魅力」
き
っ
か
け
は
集
い
の
参
加

　被災地
支援団体
「 希 望 の
灯り実行
委 員 会 」

佐藤さんプロフィール

佐藤会長宅での交流風景

２
０
０
０
年
の
三
宅
島
噴

火
。
島
民
の
皆
さ
ん
の
ご
苦

労
や
関
係
者
の
方
々
の
温
か

い
気
持
ち
に
胸
を
打
た
れ

た
。
あ
れ
か
ら
５
ヵ
月
。「
三

宅
島
に
行
っ
て
み
た
い
！
」

と
い
う
思
い
が
叶
い
、
連
休

を
利
用
し
て
の
初
訪
問
と

な
っ
た
。

佐藤さんをもてなした三宅の料理

　

午

前

５

時
。
薄
暗
が

り
の
中
、
橘

丸
は
錆
が
浜

港

へ

着

い

た
。
ふ
る
さ
と
再
生
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
佐
藤
会
長
が
、
早

朝
に
も
関
わ
ら
ず
港
へ
迎
え

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
。
元
気

そ
う
な
お
姿
に
嬉
し
く
な

る
。
会
長
の
お
言
葉
に
甘
え

て
、
神
着
に
あ
る
会
長
の
お

宅
で
仮
眠
と
朝
食
を
と
ら
せ

て
い
た
だ
い
た
。

豊
か
な
自
然
に
感
動

　

三
宅
島
へ
着
い
て
ま
ず
感

じ
た
の
は
、
植
物
の
青
く
、

瑞
々
し
い
香
り
。
私
の
住
む

23
区
内
に
比
較
し
て
、
こ
こ

で
は
酸
素
が
濃
い
よ
う
な
気

さ
え
す
る
。
会
長
宅
の
お
庭

に
あ
る
鳥
の
エ
サ
台
に
は
、

国
の
天
然
記
念
物
で
絶
滅
危

惧
種
の
ア
カ
コ
ッ
コ
を
は
じ

め
、
珍
し
い
鳥
た
ち
が
次
々

と
飛
ん
で
く
る
。
さ
す
が

「
バ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
」
と

呼
ば
れ
る
だ
け
あ
る
。
耳
を

澄
ま
す
と
、
鳥
の
さ
え
ず
り

が
絶
え
間
な
い
。
な
ん
て
贅

沢
な
朝
だ
ろ
う
。

火
山
島
に
い
る
こ
と
を
実
感

　

会
長
の
案
内
で
、
島
内
を

観
光
し
た
。
２
千
５
０
０
年

前
の
噴
火
で
生
じ
た
と
い
わ

れ
る
大
路
池
。
濃
厚
な
緑
と

青
の
静
か
で
透
明
な
世
界

は
、
ア
ニ
メ
の
ジ
ブ
リ
作
品

の
中
に
い
る
よ
う
だ
。
幼
少

期
に
こ
の
美
し
い
池
で
遊
ん

だ
と
い
う
会
長
の
話
を
、
童

話
の
よ
う
に
聞
く
。

　

１
９
８
３
年
の
噴
火
に
よ

り
一
夜
で
で
き
た
と
い
う
新

鼻
新
山
は
絶
景
だ
。
噴
火
直

後
、
海
へ
向
か
っ
て
流
れ
下

り
、
そ
の
ま
ま
冷
え
て
固

ま
っ
た
溶
岩
の
巨
大
な
断
崖

が
、
そ
の
瞬
間
を
再
現
す
る

か
の
よ
う
に
目
の
前
で
見
る

者
を
圧
倒
す
る
。
火
山
体

ネ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
等
と
交
流

験
遊
歩
道
で
は
、
同
じ
く

１
９
８
３
年
の
噴
火
に
よ
り

溶
岩
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た

阿
古
小
学
校
の
運
動
場
と
校

舎
の
全
容
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
島
の
あ
ち
こ
ち
で
、

私
は
、
自
分
が
今
ま
さ
に
火

山
島
に
立
っ
て
い
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。

 

夜
に
は
佐
藤
会
長
の
お
宅

で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
会
長

の
光
安
千
久
子
さ
ん
、
村
議

会
議
員
の
浅
沼
徳
廣
さ
ん
と

ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
あ
し
た
ば
の
天
ぷ
ら
、

と
び
う
お
の
お
刺
身
、
採
り

た
て
の
筍
、
そ
し
て
三
宅
島

の
焼
酎
・
雄
山
一
。
喋
っ
て
、

飲
ん
で
、
最
高
の
一
夜
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

短
い
滞
在
で
は
あ
っ
た

が
、
実
に
内
容
の
濃
い
旅

だ
っ
た
。
佐
藤
会
長
、
光
安

さ
ん
、
浅
沼
さ
ん
、
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
三
宅
島
の
復
興
に

ご
尽
力
さ
れ
、
昨
年
末
に
天

国
に
召
さ
れ
た
危
機
管
理
塾

の
齋
藤
實
先
生
に
、
感
謝
と

共
に
今
回
の
三
宅
島
訪
問
を

ご
報
告
し
た
い
。

の代表。
　東日本大震災発生
後、宮城県、福島県に
おいて、被災地支援活
動を行うとともに、都
内にて写真展示や物
販、講演活動などにも
取り組んできた。
hhks_hhks@yahoo.co.jp
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三
宅
島
の
噴
火
警
報
は
、

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
２
か
ら
最

も
低
い
火
山
で
あ
る
こ
と
に

留
意
の
レ
ベ
ル
１
に
引
き
下

げ
た
。

　

村
は
、
「
噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
次
の
通
り
発
表

し
た
。

　

気
象
庁
の
地
震
火
山
部

は
、
本
日
（
６
月
５
日
）
、

三
宅
島
の
火
山
ガ
ス
が
低
下

し
て
噴
火
の
兆
候
は
み
と
め

ら
れ
な
く
な
っ
た
と
し
て
、

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
２
（
火

口
周
辺
規
制
）
か
ら
１
（
活

火
山
で
あ
る
事
に
留
意
：
旧

表
記
「
平
常
」
）
に
引
き
下

げ
ま
し
た
。

　

但

し
、

主

火

孔

か

ら

５
０
０
ｍ
以
内
に
影
響
す
る

程
度
の
噴
火
現
象
は
突
発
的

に
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
火
山
活

動
の
情
報
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
三
宅
島
で
は
、
依

然
と
し
て
火
山
ガ
ス
の
放

出
が
続
い
て
い
る
こ
と
か

ら
「
三
宅
島
村
火
山
ガ
ス
に

対
す
る
安
全
確
保
に
関
す
る

条
例
」
に
よ
り
、
今
ま
で
通

り
、
雄
山
環
状
線
よ
り
内
側

の
区
域
（
図
参
照
略
）
へ
の

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
昭
和
期
の
20
年

周
期
の
噴
火
、
２
０
０
０
年

は
、
17
年
目
で
想
定
外
の
火

山
ガ
ス
の
長
期
化
な
ど
考
え

る
と
２
～
５
年
後
は
ど
う
な

る
の
か
と
い
う
不
安
が
頭
を

か
す
め
る
。
「
想
定
外
を
想

定
す
る
」
の
著
者
、
故
齋
藤

實
塾
長
が
「
火
山
ガ
ス
が
止

ま
っ
た
ら
、
次
は
噴
火
の
警

戒
？
」
の
言
葉
も
想
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

　

「
終
わ
り
は
、
始
め
！
」

課
題
は
、
尽
き
な
い
。

　

三
宅
島
で
は
、
今
年
様
々

な
帰
島
10
周
年
事
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

来
島
者
が
増
え
て
い
な
い

現
状
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

10
周
年
を
期
に
少
し
で
も
三

宅
に
関
心
を
持
つ
人
が
増
え

て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

　

私
た
ち
も
新
報
の
編
集
を

通
じ
、
島
の
素
晴
ら
し
さ
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

　

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
か
ら
も

「
よ
か
っ
た
で
す
ね
」
と
声

立
ち
入
り
を
規
制
し
て
お
り

ま
す
。

海
の
守
り
人
隊
員
た
ち
と

も
交
流
が
で
き
た
。

　

三
宅
島
観
光
協
会
、
小

笠
原
村
等
の
関
係
者
の
皆

さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
（
光
安
）

店
、
街
路
地
な
ど
整
備
さ
れ

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
統
一
感
が

あ
り
感
心
し
た
。
ち
ょ
う
ど

中
国
船
の
侵
入
に
対
す
る
防

衛
省
、
海
上
保
安
庁
な
ど
の

訓
練
も
あ
り
、
夜
店
で
若
き

験
を
語
り
、
「
三
宅

島
の
ご
苦
労
は
よ
く

理
解
し
て
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
励
ま
さ
れ
た
。

　

さ
す
が
世
界
自
然

遺
産
だ
け
あ
り
、
集

約
さ
れ
て
い
る
村
の

お
土
産
店
、
食
品

長
旅
を
心
配
し
た
が
、
幸
い

行
き
も
帰
り
も
な
ぎ
で
よ

か
っ
た
。
１
日
に
は
、
歓
迎

交
流
会
で
村
長
さ
ん
が
戦
後

で
も
帰
島
で
き
な
か
っ
た
経

　

三
宅
島
帰

島
10
周
年
記

念
小
笠
原
親

善
訪
問
団
に

は
、
５
月
31

日
か
ら
６
月

５
日
ま
で
、

88
人
が
参
加

し
た
。

　

20
時
間
の

編
集
後
記

ご寄付者名

京町さん大舞台に

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
１
に

「
終
わ
り
は
、
始
め
」
か
？

交
流
会
で
村
長
か
ら
激
励
の
言
葉

ガスが止まったら次は…
終わらない 島民の噴火への不安

小笠原親善訪問団の記念撮影

帰島 10 周年事業で小笠原に

肌で感じた世界遺産

　ふるさとネットの支援

者である京町（みやこ）

さんが、久々に大舞台に

出演する。

　舞台「無法松の一生」

小林旭、浅丘ルリ子など

有名俳優、また豪華歌謡

ショーもある。初日は、

6/2、6/3 北とぴあ、から

全国公演。中野サンプラ

ザホール 7/8 夜、7/9 昼・

夜、太田区区民ホール・

アプリコ 9/3 夜、9/4 昼・

夜。京町さんから「是非

見に来て」（ＨＰ参照）と

の便りが寄せられた。

坂本健様、佐藤宗ノ子様、

佐藤就之様、横井和之様、

吉田信行様、四谷信子様、

菅野善一郎様、遠藤芙美

子様、倉持房枝様、（株）

キタジマ様、田中良様、

高橋栄一様、小曽スミ子

様、古舘秀也様、大内一

宏様、光安千久子様、竹

野内宗崇宏様、吉田雅一

様、平松尚志様

（Ｈ 27.4/17 ～ 6/13 まで）

　

三
宅
島
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
、
６
月
５
日
に
こ
れ
ま
で

の
「
２
」
か
ら
「
１
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
マ
ス
コ
ミ
関

係
者
な
ど
か
ら
も
「
よ
か
っ
た
で
す
ね
」
と
い
う
声
が
届
く
が
、

一
方
で
こ
れ
ま
で
20
年
周
期
で
噴
火
を
繰
り
返
し
て
き
た
三

宅
島
。
「
ガ
ス
が
止
ま
っ
た
ら
、
次
は
噴
火
の
警
戒
」
の
声
も

あ
り
、
島
民
の
不
安
は
終
わ
り
が
な
い
状
況
だ
。


